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全国教職員部会連絡協議会規約 

（目的） 

第１条 全国教職員部会連絡協議会（以下、「本会」という。）は、東京農業大学校友会（以

下、「校友会」という。）都道府県支部の職域分会である教職員部会（以下、「会員」とい

う。）の相互の連携を図り、会員を構成する校友教職員の資質の向上と相互の親睦並びに

校友教職員の教育活動の助長と福祉の向上を図り、あわせて東京農業大学の発展に寄与

することを目的とする。 

（活動） 

第２条 本会は前条の目的を達成するため、次の活動を行う。 

⑴ 総会、講演会及び情報交換会の開催など会員相互の情報共有と懇親 

⑵ 研修会、講習会及び研究会など校友教職員の資質の向上 

⑶ 東京農業大学の教員免許及び学芸員資格取得などの各種情報の提供と周知 

⑷ 東京農業大学の諸活動への支援 

⑸ 校友会本部並びに校友会都道府県支部との連携 

⑹ その他前各号に関連し、必要と認める事項 

（会員） 

第３条 本会の会員は、校友会教職員部会とする。 

（役員と任務） 

第４条 連絡協議会には、次の役員を置く。 

⑴ 会長     1名 

⑵ 副会長    3名以内 

⑶ 理事     5名 

⑷ 監事     2名 

２ 役員は、総会で選任する。 

３ 会長は、本会を代表し、会務を総括する。 

４ 副会長は、学識経験者 3名以内とする。 

５ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、会長があらかじめ指名した順序に

より順位上位の副会長がその職務を代行する。 

６ 理事は、全国 5 ブロックの校友会教職員部会長の中から各１名選出し、会務を執行す

る。全国 5 ブロックは、「北海道･東北」「関東･甲信越」「北陸･東海･近畿」「中国･四国」

「九州」とする。 

７ 監事は、校友会支部教職員部会長から２名を選出し、本会の事業及び決算等に関する

監査を行う。 

（名誉会長及び顧問） 

第５条 本会に名誉会長および顧問をおくことができる。 

２ 名誉会長は、東京農業大学学長並びに東京農業大学校友会会長とする。 

３ 顧問は、東京農業大学校友会会長経験者及び本会会長経験者並びに本会の発展に多大

なる功績があり、総会により推挙された者とする。 
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（役員の任期） 

第６条 役員の任期は 4 年とし再任を妨げない。また、補欠役員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

（総会） 

第７条 本会は、年 1 回会員総会を開催するものとし、会長が必要と認めた場合は、役員

を招集して総会に代えることができるものとする。 

２ 総会の議長は会長とする。 

３ 会長が必要と認めたときは、臨時に総会を開催することができる。 

（総会の議決事項等） 

第８条 次の各号に掲げる事項については、総会の議決を経なければならない。 

２ 事業計画及び収支予算並びに事業報告及び決算報告 

３ 規約の制定及び変更並びに会長が本会の運営上必要と認めた事項 

（総会の議決方法等） 

第９条 総会議決は、出席会員の過半をもって決定するものとする。 

２ 総会決定事項については、速やかに会員に報告するものとする。 

（役員会） 

第 10 条 会長、副会長、理事は役員会を組織して、次の各号に掲げる事項を審議するもの

とする。 

⑴ 事業計画及び収支予算並びに事業報告及び決算報告 

⑵ 規約の変更並びに規程の制定及び変更に関する事項 

⑶ その他会務の執行に必要な事項 

（活動予算） 

第 11 条 本会の諸活動に要する予算は、東京農業大学及び東京農業大学校友会等からの補

助金をもってこれに充てるものとする。 

（活動費の助成） 

第 12 条 本会が招集する諸会議及び研修会等への出席旅費又は活動経費並びに東京農業

大学校友会支部教職員部会の開催経費等は、予算の範囲内で助成交付するものとする。 

（会計年度） 

第 13 条 本会の会計年度は、毎年の 4月 1日から翌年の 3月 31日までとする。 

（事務局） 

第 14 条 本会の事務局は、東京農業大学校友会事務局内に置く。 

２ 本会の活動業務の事務は、東京農業大学校友会職員が行う。 

 

（附則） 

本規約は、本会設立総会開催日(平成 27年 11月 30日）から施行する。 

一部改正 令和元年度通常総会開催日(令和元年 12月 7日）から施行する。 

一部改正 令和 2 年度通常総会(正副会長・幹事長会議)開催日(令和 2 年 9 月 26 日)から施

行する。 

一部改正 令和 5年度通常総会(役員総会)開催日(令和 5年 11月 25日)から施行する。 

 


